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 北海道大学 社会科学実験研究センター 
2023 年度年次活動報告書(2024 年 4 月) 

 
※センターの沿革などについてはホームページへ移行しました。 
https://lynx.let.hokudai.ac.jp/cerss/ 
 

１．社会科学実験研究センターとは 

（１）センターの理念 

・社会科学における実験研究のための手法の開発と普

及を通して、社会科学の実験科学化を推進する。 

・社会科学における実験研究の本格的導入により、人間

科学と社会科学の双方に対して共通の対話可能な研

究環境を提供する。 

・人間・社会科学における実験研究のための国際実験

ネットワークの構築を進め、世界各国の拠点を結ぶ国

際実験の促進をめざす。 

・実験研究を通して人間科学と社会科学とを結びつける

ための研究活動を行い、その成果を国際的に発信す

ることのできる若手人材を育成する。 

（２）センターの主な役割 

・社会科学実験の国際拠点として先端的研究を展開し、

研究成果を国際発信する。 

・社会科学実験の中心として、他大学の研究者との協力

のもと、若手研究者を育成する（博士研究員・リサー

チャーの受け入れ、ワークショップの開催等）。 

（３）施設概要 

北海道大学人文・社会科学総合教育研究棟 6 階に、

1）集団実験室、2）国際ネットワーク実験室、3）感覚シス

テム実験室を有している。これらの実験設備は、国際的

にも最高水準の社会科学実験施設である。 

２．2023 年度の活動実績の概要 

（１）施設利用 

実験室での対面実験への参加者数は 2023 年度に

引き続いて回復し、同時にオンライン実験も実施されて

いる。 

・実験室稼働総日数：延べ 96 日 

・実験参加者数：1,386 名 (22 プロジェクト) 

（２）研究業績 

＜人文・社会科学系の兼務教員に限定＞ 

著書・分担執筆 

全 8 件 8 件：和書 

学術論文 

全 30 件 国際誌：23 件 国内誌：7 件： 

学会発表 

全 69 件 国際学会：10 件： 国内学会：59 件： 

（詳細は「p. 8～14 研究業績一覧」参照）。 

（３）競争的資金獲得 

・科学研究費補助金：37 件、総額 57,769 千円（うち人

文・社会系 32 件・39,334 千円） 

・その他の研究助成：19 件、129,743 千円（うち人文・社

会系 9 件・34,963 千円） 

(※分担者に関しては分担額を算入)(詳細は「資料 4 競

争的資金獲得状況(p. 5～7)」参照) 

（４）拠点間連携 

 連携研究員との活動を通じて、海外の先端研究拠点

との連携を引き続き推進している。前センター長の結城

雅樹教授は、オックスフォード大学社会的凝集性研究セ

ンター所長であり、同大学社会人類学科長でもある

Harvey Whitehouse 教授が主導する心理学・人類学・歴

史学の融合を通じて人間行動と文化の進化・発展を検

討する国際共同研究プロジェクト Seshat に参画してい

る。センター長の大沼進教授は、Asian Journal of Social 

Psychology の編集委員長をはじめ様々な国際誌の編

集委員を務める香港科技大学社会科学部 Kim-Pong 

Tam 准教授と、環境行動の国際比較調査の共同研究を

推進している。兼務教員の竹澤正哲教授は、マンハイム

大学データサイエンスセンター所長 の Jutta Mata 教

授とともに、日本学術振興会 二国間交流事業（共同研

究・セミナー） に採択されたことを契機に、文化進化学

に関する国際共同研究を開始した。また 日本学術振興

会 外国人研究者招へい事業により招致したクラークソ

ン大学 Andreas Wilke 教授と、適応的認知について

の共同研究をおこなっている。 

 国内の主要拠点との連携も強化している。2021 年度

からは、京都大学情報学研究科教授で、人工知能学会

の業績賞や功績賞、国際知識情報創造システム学会な

ど国際学会で数々の優秀発表賞を受賞するなど、マル

チエージェントシステム分野ではトップランナーの伊藤
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孝行教授を連携研究員に迎え、JST-CREST などを通じ

た共同研究を行っている。 

（５）若手研究者の支援とその成果 

・本センターで研究を行った大学院生の競争的外部資

金獲得：3 件、学術賞：4 件 (表 1)  

・日本学術振興会特別研究員： 6 名 (表 2) 

 

表 1 2023 年度に院生および研究員が獲得した学会

賞・学術賞・フェローシップ・研究助成 

氏名 学会賞・学術賞・フェローシップ 

市村風花 第 20 回日本認知心理学会優秀発表賞 

晴木祐助 第 20 回日本認知心理学会優秀発表賞 

水鳥翔伍 2023 年度日本心理学会優秀論文賞 

相馬ゆめ 2023 年度日本リスク学会 大会優秀発表賞 

Jason  

Freeman 

Summer School Grant Award, Asian Association 

of Social Psychology 

Jason  

Freeman 

Travel Award, Society of Australasian Social 

Psychologists 

日下部春野 
大学院生・若手研究者海外学会発表支援制度

(日本社会心理学会) 

 

 

（６）教育活動  

大学院共通授業科目「入門ベイジアンモデリング」を

開講した。 

本学のサマープログラムである Hokkaido Summer 

Institute 2023 (HSI2023)で招へいされた世界第一線の

文化心理学者（アルバータ大学心理学部・増田貴彦教

授、ウィスコンシン大学グリーンベイ校心理学部・先崎沙

和准教授）より、本センターで研究を行っている大学院

生が研究指導を受けた。 

本センター主催のコロキウム（CERSS コロキウム）を 

6 件(内 4 件が海外からの研究者)開催した。 

 

３．2023 年度の活動の点検・総括 

（１）4 つの目標別の点検・評価 

①実験実施状況はコロナ禍によるダメージから回復し

ている。対面実験が実施できない状況下で導入された

本センターの保有する実験参加者登録システムを用い

たオンライン実験も、堅実に実施されている。実験参加

者数は 2022 年度に続いて増加となり、堅調に回復して

いる。 

2023 年度に本センターの参加者登録システムや実験

設備のインフラを利用した実験は 22 件実施され、総実

験室稼働日数は年間延べ 96 日、実験参加者総数は延

べ 1,386 名であった。これはコロナ禍以前の 2019 年度

の数字に近づいている。実験参加者総数が延べ 1,000

人以上という規模での実験研究の組織的推進は国内に

おいて類例がなく、国際的にも屈指の規模である。 

 ②2023 年 2 月に本センターに着任したさきがけ研究者

の小倉有紀子特任助教の研究活動が本格化した。本セ

ンター小倉特任助教は、さきがけ「[社会変革基盤] 文理

融合による人と社会の変革基盤技術の共創」に採択さ

れた当初は東京大学の特別研究員であったが、研究に

専念するため、実験環境が整っている本センターを志

願して移籍した。小倉特任助教は「共生の条件を探る: 

価値観の融和はどこまで可能か？」という研究課題に、

表 2 日本学術振興会特別研究員 

氏名 資格 
受給期間 

(年度) 

研究費 

(千円) 
研究課題名 

前田

友吾 
DC1 

2021〜

2023 
700 

協力行動の多様性をもた

らすもの：関係流動性と自

己意識的感情の役割 

反田

智之 
DC1 

2021〜

2023 
700 

注意の抑制的制御と特性・

状態不安のクロストーク 

本間

祥吾 
DC2 

2022～

2023 
800 

不確実な環境における制

度と心の共進化：資源分配

とリスク回避の理論・実証

的検討 

水鳥

翔伍 
DC1 

2022～

2024 
800 

協力問題の解決における

他者評価の機能と妥当性

―理論と実証の相互補完

的連携― 

晴木

祐助 
DC1 

2022～

2024 
800 

予測符号化理論による内

受容感覚の生起メカニズ 

ムの理解：非侵襲な方法に

よる実証研究 

貴堂

雄太 
DC1 

2022～

2024 
800 

協力及びその文化差の起

源を探る―文化的集団淘

汰理論に基づく理論・実証

的検討― 

図 1 増田教授による大学院生への指導風景 



 

実験社会科学と神経科学や情報学の手法とを組み合わ

せた真に文理融合の研究に取り組んでいる。このような

日本の将来を背負う若手研究者を迎え入れられたこと

は、本センターに魅力的な研究環境が整っており、有為

の人材育成の拠点であることを示す揺るぎない証左で

ある。 

「若手研究者の支援とその成果」（p.2）にも示したよう

に、本センターに活動基盤を置く若手研究者が 4 件の

学術賞を得た。また、日本学術振興会の特別研究員と

して 6 名が採用され、特別研究員奨励費 6 件に加えて

3 件の競争的外部資金を獲得した。この他に若手研究

者育成の成果として特筆すべき点として、大学院生の相

馬ゆめが第 9 回日本ミニ・パブリックス研究フォーラム

にて招待講演を行った。これらの成果は、本センター

が、自立した研究者の育成に向け、若手が早期から主

体的な研究活動を行えるための場を提供してきたこと

の表れと言える。 

ゲストスピーカーを招き CERSS コロキウムを 6 回実

施した。また、Hokkaido Summer Institute 2023 として文学

研究院が開催した、アルバータ大学心理学部の増田貴

彦教授による集中講義「文化心理学の最前線 2023」の

開講を支援し、その機会を有効に活かすために大学院

生向けの英語論文執筆ワークショップを開催した。 

 これまで本センターで教育指導を受けた若手研究者

は、実験社会科学を担う有為の人材として高く評価さ

れ、国内外の大学や研究機関のポジションを獲得してき

た。2023 年度は、本拠点で教育を受けた大学院生及び

出身者が、玉川大学脳科学研究所、帝京大学先端総合

研究機構に新たなポジションを得た。 

以上のように、本センターでは、「社会科学実験分野

における有為の若手人材の育成」という所期の目標が

着実に達成されている。 

 ③国際的にインパクトのある研究成果の発信 

 2023 年度には、計 23 本の国際学術論文が掲載もしく

は掲載決定し、10 件の国際学会発表がなされた。本セ

ンター構成員（専任教員・兼務教員及びその指導学生

や雇用ポスドク等）による学術論文は、Scientific Reports 

(総合科学)、Frontiers in Psychology、Journal of 

Psychology、European Journal of Social Psychology (心

理学)、Neuroscience Letters、Cerebral Cortex(脳神経科

学)、Journal of Environmental Management, Journal of 

Material Cycles and Waste Management (環境科学)など

広範な領域にまたがる第一線の国際学術誌に掲載され

た。また、本センター構成員による論文は、心理学、経済

学、経営学、社会学、政治学、法学、人類学、情報科学、

進化生物学、動物行動学、社会物理学など、やはり広範

な領域の国際学術誌で多数の引用を受けている。例え

ば Altmetric Score で、センター長の大沼進教授と兼務

教員の結城雅樹教授、瀧本彩加准教授、竹澤正哲教

授、河原純一郎教授、小川健二准教授、河西哲子教

授、阿部匡樹准教授、小浜祥子准教授の論文が Top 

5%を維持している。また本数では、Top 5%と Top 25％

に、それぞれ 22 本と 24 本、本センターの教員が出版し

た論文が入っている。 

図 2 は、本センター構成員による論文の国際学術誌

における引用回数の推移を示している。本センターが発

足した 2007 年以降、国際業績が着実に増加し、高止ま

りの状態にあることがわかる（注：本センターには、医歯

薬系部局からの兼務教員もいるが人文・社会科学系の

構成員による研究成果のみを掲載している ） 

 図 3 に、院生・ポスドクが第一著者となって出版された

国際学術論文数の推移を示す。 

以上のように、「国際的にインパクトのある研究成果

の発信」という所期の目標に向け着実に進展している。 

④ 国内外の研究拠点との連携強化を通じた、人間・社

会科学における実験研究のための国際ネットワーク

の構築 

 本センターは、さきがけをはじめ、CREST、国際共同

研究加速基金、基盤 A,環境総合推進費などの研究資

金を獲得しており、社会科学系として傑出した実績を上

図 2 国際学術誌における論文被引用数の推移. 

図 3 院生・PD が第一著者として公刊した国際学術

論文数の推移 
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げている。このことは、単に資金面だけでなく、国内外の

ネットワーク拡張・連携強化とも連動する。すなわち、こ

れらの競争的資金は共同研究からなっており、これらの

プロジェクトなどを通じて、国内外の主要研究拠点（英

オックスフォード大学認知進化人類学研究所、独マック

スプランク進化人類学研究所、香港科技大社会科学

部、米ウィリアム＆メリー大学心理学科、英ポーツマス

大学心理学部・比較進化心理学センター、東京大学人

文社会系研究科、京都大学文学研究科・情報学研究

科・経済研究所、玉川大学脳科学研究所、北陸先端総

合科学大学院大学、名古屋大学情報学研究科、奈良先

端科学技術大学院大学、産業技術総合研究所、国立環

境研究所、統計数理研究所など） との間に共同研究体

制を構築・拡張している。 

2020 年 1 月 30 日付で日本学術会議が公開した「第

24 期学術の大型研究計画に関する マスタープラン」（マ

スタープラン 2020）では、学術大型研究計画（区分Ⅰ）

の一つに「調和ある多様性に向けての新しい心理学の

構築」が採択され、北海道大学もその実施機関に含ま

れている。同計画は、マスタープラン 2010、および文科

省「最先端研究基盤事業」の補助対象事業としても採

択された「心の先端研究のための連携拠点（WISH）構

築」事業で積み重ねられた実績を、さらに次のフェーズ

へと飛躍させるものであると位置づけられている。

WISH 事業では、本センターに対してシーメンス社製 3

テスラ MAGNETOM Prisma（施設整備費補助事業; 3

億円）が導入され、現在も本センターの研究設備として

稼働している。同装置は本学医歯学総合研究棟に設置

され、本センターに所属するメンバーだけでなく、医学系

から理学系、教育学系に至る全学の研究者によって幅

広く利用されている。本装置の導入を通じて、学内の部

局間に加え、学内外の先端研究拠点間の壁を超えた研

究連携が推進されている。 

（２）総括と今後の展望 

以上のように、本センターは、教育および研究活動を

通じて、社会科学実験の国際的中核拠点としての高い

評価を確立してきた。こうした実績は、「社会科学実験に

関する教育研究の進展に資することを目的とする」とい

う本センターの設立目的に適うものである。 

さきがけ研究者の特任助教の着任に象徴されるよう

に、本センターは秀逸な若手研究者の集まる拠点であ

ることは明白である。 

このように、本センターは社会科学実験の国際的中

核拠点として、日々の研究教育活動を鋭意展開してい

る。北海道大学の人文社会科学分野における屈指の先

端研究拠点として、社会科学実験の国際的進展と普及

に努めつつ、来るべき「人間・社会科学統合」に向けて世

界的役割を果たしていくことが、本センターの今後の重

要なミッションである。 



資料 1 CERSS コロキウム、共催ワークショップ学術

セミナー等 

日付 タイトル 講演者 

CERSS コロキウム 

2023/ 
7/31 

音楽文化の知能科学への機

械学習と進化過程のモデル

に基づくアプローチ 

中村栄太(京都大学白

眉センター、特定助教) 

2023/ 
8/8 

Enriching environmental 
psychology with cross-
national comparisons. 

Kevin Kim-Pong Tam 
(The Hong Kong 
University of Science 
and Technology, 
Associate Professor) 

2023/ 
10/5 

Food for thought: The 
potential of a social approach 
to promote healthy, 
sustainable eating. 

Jutta Mata (Professor of 
Health Psychology, 
University of 
Mannheim; Director, 
Mannheim Center of 
Data Science) 

2023/ 
11/30 

The adaptivity of human 
search. 

Andreas Wilke(クラーク

ソン大学心理学部・教

授) 

2024/ 
2/15 

動物の暮らしを観て、心を探

る、ヒトを知る 
中道正之 (大阪大学名

誉教授) 

2024/ 
3/18 

Status Reversal and Its 
Discontents 

Michael Hechter 
(School of Politics and 
Global Studies, Arizona 
State University, 
Professor) 

 
資料 2 学外研究機関との共同研究による施設利用

実績 
2023 年度に本センターの参加者登録システムや実験

設備のインフラを利用した実験は 22 件実施され、総実

験室稼働日数は年間延べ 96 日、実験参加者総数は延

べ 1,386 名であった。 
 さらに、2014 年度より利用を開始した磁気共鳴画像

装置(MRI)の 2023 年度稼働日数は 154 日、実験参加

者総数は 145 名であった。 
 
資料 3 アウトリーチ活動 
日付 タイトル 実施者 
2023/
4/27 

経営戦略の考え方(札幌市社会福祉

協議会 経営改善推進会議) 
深山誠也 

2023/
5/1 

循環型社会に向けた NPO の役割と

今後について(NPO 法人環境り・ふれ

んず設立 20 周年特別記念講演会) 
大沼進 

2023/
6/4 

私以外私じゃないの」は当たり前？：

自分が分かる不思議を繙く(第 65 回

北大祭・文系祭１テーマ講義「謎」) 
阿部匡樹 

2023/
6/24 

プラ問題研究の最前線(第 35 回京都

めぐる SDGs 問答) 
大沼進 

2023/
8/6 

鏡映しの理解：ミラーシステムを繙く

( 北海道大学オープンキャンパス

2023 教育学部「自由参加プログラ

ム」) 

阿部匡樹 

2023/
12/20 

第 4 期経営計画策定ワークショップ

(札幌市社会福祉協議会 経営改善

推進会議) 
深山誠也 

2024/
1/27 

循環を実現する販売・消費の在り方

(第 40 回京都めぐる SDGs 問答) 
大沼進 

2024/
3/2 

環境配慮の取組と社会的な協力(第
16 回さっぽろスリムネットフォーラム) 

大沼進 

 

資料 4 競争的資金獲得状況の詳細 

文部科学省科学研究費（代表） 
(社会科学実験研究センター教員が代表を務める研究について、

2023 年度に交付された直接経費の金額) 
資金名 期間(年度) 代表者(他・分担者数) 

研究課題 金額 
(千円) 

基盤研究 (A) 
2020～
2024 

宮内泰介、他 12 名 

多層的で動的なプロセスとしてのコミュニティ：

実践論的アプローチによる研究 
6,200 

基盤研究 (A) 
2022～
2025 

高橋伸幸、他 4 名 

一般交換において用いられる評判情報を作りだ

す情報統合過程の理論的・実証的検討  
2,000 

基盤研究(A) 
2021～
2025 

田中真樹 

状況適応的な行動制御における大脳小脳連関

の役割 
10,100 

基盤研究 (B) 
2020～
2023 

河原純一郎 

過敏性腸症候群を不安モデル症例とした新しい

注意バイアス修正法の開発 
3,600 

基盤研究 (B) 
2021～
2023 

小川健二 

経頭蓋電気刺激による安静時脳活動の操作と

運動学習能力の制御 
3,600 

基盤研究 (B) 
2022～
2026 

大沼進、他 3 名 

分断を乗り越えた共通善を目指す合意形成過

程：功利主義 vs 多元的公正の超克 
2,600 

基盤研究 (B) 
2022～
2026 

瀧本彩加 

共同養育とその心理基盤に関する比較認知発

達科学的研究 
1,900 

基盤研究 (B) 
2023～
2027 

結城雅樹、他 3 名 

高関係流動性下の自己奉仕性と向社会性のパ

ラドクス－ポジティブ評判期待の役割 
2,800 

基盤研究 (B) 
2023～
2025 

矢部一郎 

Bassoon proteinopathy 病態に関する継続研究 6,000 

基盤研究 (C) 
2023～
2025 

阿部匡樹、他 1 名 

最適化か、社会性か：共同行為における潜在的

組織化の解明 
1,400 

挑戦的研究(萌芽) 
2022～
2024 

小川健二 

脳状態可視化に基づく内受容注意モニタリング

システム開発とマインドフルネスへの応用 
1,500 

挑戦的研究(萌芽) 
2022〜
2024 

田中真樹 

n-back 課題を用いた中央実行系の神経機構の

解明 
2,200 

挑戦的研究(萌芽) 
2022～
2024 

尾崎一郎 

法言語の美的洗練による応答性の向上―計量

言語分析と社会心理実験による検証― 
1,800 
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若手研究 
2021～

2024 
小倉有紀子 

柔軟な社会情報利用戦略の神経基盤 1,300 

 
文部科学省科学研究費（分担） 
(社会科学実験研究センター教員が分担者を務める研究につい

て、2023 年度に配分された分担額) 
資金名 期間(年度) 分担者 
研究課題 金額 (千円) 

国際共同研究加速

基金（海外連携研

究） 
2023～2025 

金子沙永(代表：四本

裕子、他 1 名) 

時間感覚知覚の神経機序の検証と理論に基

づく時間感覚操作法の確立 
800 

国際共同研究加速

基金(国際共同研究

強化(B)) 
2018～2023 

小浜祥子 (代表: 多湖

淳、他 2 名) 

サーベイ実験による政治情報伝達現象の国

際協働研究 
100 

基盤研究(A) 2020～2023 
金子沙永 (代表: 栗木

一郎、他 6 名) 
色情報の脳内処理過程と知覚との対応 650 

基盤研究 (A) 2022～2026 
小浜祥子 (代表:多胡

淳、他 5 名) 

国際関係をめぐる不満の国際比較実証研究 600 

基盤研究(A) 2023～2026 
小浜祥子(代表: 鈴木

基史、他 6 名) 
分断する国際政治における国際協調とガバナ

ンスの政治経済分析 
200 

基盤研究 (A) 2020～2023 
小浜祥子 (代表: 久米

郁男、他 10 名) 

政治的分極化の総合的研究 400 

基盤研究 (A) 2021～2026 
小浜祥子 (代表:久保

文明、他 19 名) 
現代アメリカにおける政治的地殻変動：政党

再編と政策的収斂 
185 

基盤研究(A) 2023～2026 
小川健二・金子沙永

(代表: 高橋康介、他 1
名) 

知覚像はどこまで自由に操れるのか：知覚像

制御の心的過程と脳内基盤の解明 
3,100 

基盤研究(A) 2022～2025 
瀧本彩加(代表：高橋

伸幸、他 3 名) 
一般交換において用いられる評判情報を作り

だす情報統合過程の理論的・実証的検討 
1,900 

基盤研究 (B) 2020～2023 
河原純一郎 (代表: 近
藤洋史) 

知覚と注意のゆらぎのメカニズムを脳活動と

自律神経系から統合的に理解する 
300 

基盤研究 (B) 2022～2025 
小浜祥子(代表: 清水

直樹、他 5 名) 
選挙対策としての政策変更：選挙の存在が政

策に及ぼす影響の包括的分析 
350 

基盤研究 (B) 2021～2025 
大沼進 (代表: 安藤香

織、他 3 名) 
多元的無知が環境配慮行動を阻害するプロ

セスの解明－国際比較調査・実験による検討 
170 

基盤研究 (B) 2022～2025 
大沼進(代表: 鈴木研

悟、他 3 名) 
AI と人間のゲームプレイを統合するエネル

ギー政策評価法の提案 
200 

基盤研究 (B) 2022～2024 
宮内泰介(代表: 菅豊、

他 9 名) 
ヴァナキュラー概念を用いた文化研究の視座

の構築―民俗学的転回のために― 
200 

基盤研究(B) 2021～2024 
矢部一郎(代表: 野田

航介、他 2 名) 
加齢黄斑変性におけるセリン/スレオニンキ

ナーゼ LRRK2 の病態意義解明 
100 

基盤研究(C) 2023～2025 
深山誠也(代表: 平本

健太) 
政策形成と組織間関係－新・政策の窓モデル

による実証研究 
500 

基盤研究 (C) 2021～2023 
河原純一郎 (代表: 佐
藤広英、他 1 名) 

潜在連合テストによるスマートフォン依存リス

ク検出の試み 
100 

基盤研究(C) 
2023～
2026 

河原純一郎(代表: 大
杉尚之) 

「ホスピタリティ」を感じさせる身体動作のパラ

メータ推定 
200 

基盤研究 (C) 2021～2024 
大沼進 (代表: 水田恵

三、他 2 名) 
なぜ戻り、どのように復興しようとしているの

かー原発被害者の帰住に関する研究ー 
50 

基盤研究 (C) 2021～2023 
大沼進 (代表: 大澤英

昭、他 1 名) 
高レベル放射性廃棄物地層処分施設の立地

方策選定過程が社会的受容に与える影響 
30 

基盤研究(C) 2022～2025 
矢部一郎 (代表: 饗場 
郁子、他 10 名) 

パーキンソニズムを呈する神経変性疾患にお

けるサルコペニア・骨粗鬆症と予後の関連 
35 

挑戦的研究(開拓) 2021～2024 
高橋泰城 (代表:松井

知子、他 5 名) 
統計・機械学習による異分野相関を俯瞰する

方法論の確立 
500 

 
文部科学省科学研究費を除く研究助成 
社会科学実験研究センター教員が代表及び分担者を務める研究

について、2023 年度に交付・配分された金額） 
資金名 期間 代表者・ 

分担者 
研究課題 金額 

(千円) 
環境省(環境再生保全機構) 
環境総合推進費 

2022～
2024 

大沼進、他 1
名 

県外最終処分・周辺地域の将来デザイン利用に向

けた社会受容性評価と合意形成フレームワークに

関する研究 
県外最終処分等に関わる多元的公正の整理およ

び実験的評価 

7,000 

国立研究開発法人科学技術振興

機構  戦略的創造研究推進事業
(JST CREST) 

2020～
2025 

大沼進 (代
表: 伊藤孝

行、他 3 名) 
ハイパーデモクラシー：ソーシャルマルチエージェン

トに基づく大規模合意形成プラットフォームの実現 
11,500 

環境省（環境再生保全機構）  環境

研究総合推進費 
2021～
2025 

大沼進 (代
表: 大迫政

浩、他 9 名) 
3R プラスと海洋プラスチック排出抑制対策に係る

評価システムの構築 
1,538 



内閣府戦略的イノベーション創造

プログラム「サーキュラーエコノ

ミーシステムの構築」 

2023～
2027 

大沼進(代
表: 浅利美

鈴) 
プラスチックの適切な資源循環システム構築に向

けた消費者等の行動変容に係る実践的研究 
1,500 

NTT 受託研究 2023 
大沼進、他 1
名 

社会的な意思決定場面における公正な合意形成プ

ロセスの研究 
500 

戦略的創造研究推進事業(さきが

け) 
2022〜
2025 

小倉有紀子 

共生の条件を探る：価値観の融和はどこまで可能

か？ 
7,580 

JSPS 二国間交流事業 2023 竹澤正哲 

子から親への文化伝達：健康心理学と文化進化論

の接合による新たな文化伝達の探求 
5,000 

JSPS 外国人研究者招へい事業 2023 竹澤正哲 

ランダムさの誤認識の計算論モデル：発達および進

化的視点から 
500 

生理学研究所共同利用研究 2023 
阿部匡樹、

他 2 名 
共同行為の神経基盤：三名同時脳活動計測によ

るアプローチ 
300 

JST 戦略的創造研究推進事業 
CREST 

2023～
2029 

田中真樹 

「感覚入力の周期性が生み出す脳機能の理解とそ

の操作」 
6,300 

国立研究開発法人日本医療研究

開発機構 難治性疾患実用化研

究事業 

2021～
2023 

矢部一郎 

分子病態に基づく脊髄小脳失調症 1 型遺伝子治

療の医師主導治験 
79,980 

国立研究開発法人日本医療研究

開発機構 橋渡し研究プログラム 
2022～
2023 

矢部一郎(代
表: 湯山耕

平) 
アルツハイマー病早期診断のための細胞外小胞デ

ジタル検出法開発 
2,000 

国立研究開発法人日本医療研究

開発機構 難治性疾患実用化研

究事業 

2023～
2025 

矢部一郎(代
表:塩田倫史) 

CAG/CTG リピート伸長病における DNA 標的治療

薬の開発 
2,000 

国立研究開発法人日本医療研究

開発機構 難治性疾患実用化研

究事業 

2022～
2023 

矢部一郎(代
表:矢口裕章) 

超希少難治性疾患である免疫介在性小脳性運動

失調症の疾患レジストリ構築および治療法確立を

目的としたエビデンス創出研究 
1,000 

厚生労働行政推進調査事業費補

助金（難治性疾患政策研究事業） 
2023～
2025 

矢部一郎(代
表:久留聡) 

スモンに関する調査研究 200 
厚生労働行政推進調査事業費補

助金（難治性疾患政策研究事業） 
2022～
2023 

矢部一郎(代
表:水澤英洋) 

プリオン病のサーベイランスと感染予防に関する調

査研究 
1,000 

厚生労働科学研究費補助金（障

害者政策総合研究事業） 
2022～
2024 

矢部一郎(代
表:阿部康二) 

「筋痛性脳脊髄炎/慢性疲労症候群」（ME/CFS）の

実態調査および客観的診断法の確立に関する研

究 
800 

厚生労働科学研究費補助金（難

治性疾患政策研究事業） 
2023～
2025 

矢部一郎(代
表:小野寺理) 

運動失調症の医療水準、患者 QOL の向上に資す

る研究班 
700 

厚生労働科学研究費補助金（難

治性疾患政策研究事業） 
2023～
2025 

矢部一郎(代
表:戸田達史) 

神経変性疾患領域における難病の医療水準の向

上や患者の QOL 向上に資する研究 
800 
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2023 年度研究業績一覧 

【著書・分担執筆（和書）】 
Gazzaley, A. & Rozen, L. D. (2016). The distracted mind: Ancient 

brains in a high-tech world, The MIT Press. (ガザレイ, A & 

ローゼン, L. D., 河西哲子(監訳)・成田啓行(訳). (2023). 私

たちはなぜスマホを手放せないのか. 福村出版.) 

河原純一郎. (2023). 研究倫理. In 岩壁茂・遠藤利彦・黒木俊秀・

中嶋義文・中村知靖・橋本和明・増沢高・村瀬嘉代子(編). 

臨床心理学スタンダードテキスト. 金剛出版. 

河原純一郎. (2024). ボズナー, マイケル. In サトウ タツヤ(監修)・

長岡千賀・横光健吾・和田有史(編). 人物で読む心理学辞

典. 朝倉書店. 

宮内泰介・三上直之(編著). (2024). シリーズ環境社会学 6 複雑な

問題をどう解決すればよいのか：環境社会学の視点 新泉

社. 

村井吉敬・宮内泰介. (2023). 小さな民からの発想: 顔のない豊か

さを問う. めこん. 

尾崎一郎. (2023). 個人化する社会と閉塞する法. 日本評論社. 

瀧本(猪瀬)彩加. (2023). 情動－他者とのつながりを育む心の基

盤. In 板倉昭二(編). 比べてわかる心の発達 – 比較認知発

達科学の視点. 有斐閣. 

瀧本(猪瀬)彩加. (2023). 豊かな情動をやりとりするウマ――仲間

を思いやり，嫉妬もする. In 科学 2023 年 8 月号 【特集】動

物の社会的情動. 岩波書店.  

田中真樹・岡田研一・亀田将史. (2023). 【時間の神経科学-時を

生み出すこころと脳の仕組み】時間の心理学と神経科学 同

期運動とリズム知覚の神経機構. (株)中外医学社. 

矢部一郎. (2023). 各種検査（電気生理学的検査、髄液検査）. In 

脊椎・脊髄疾患の外科 第 2 版. 三輪書店. 

矢部一郎. (2024). 進行性核上性麻痺. In 今日の治療指針 2024

年版—私はこう治療している. 医学書院.  

 
【学術雑誌（国際誌）】 
Abe, M., Yaguchi, H., Kudo, A., Nagai, A., Shirai, S., Takahashi-

Iwata, I., Matsushima, M., Nakamura, N., Isahaya, K., 
Yamano, Y., Ashida, S., Kasai, T., Tanaka, K., Watabnabe, 
M., Kondo, R., Takahashi, H., Hatakeyama, S., Takekoshi, 
A., Kimura, A., Shiohata, T., & Yabe, I. (2023). Sez6l2 
autoimmunity in a large cohort study. Journal of Neurology, 
Neurosurgery & Psychiatry, 94(8), 667-668, 
doi:10.1136/jnnp-2022-330194. 

Aiba, I., Hayashi, Y., Shimohata, T., Yoshida, M., Saito, Y., 
Wakabayashi, K., Komori, T., Hasegawa, M., Ikeuchi, T., 
Tokumaru, A. M., Sakurai, K., Murayama, S., Hasegawa, K., 
Uchihara, T., Toyoshima, Y., Saito, Y., Yabe, I., Tanikawa, 
S., Sugaya, K., Hayashi, K., Sano, T., Takao, M., Sakai, M., 
Fujimura, H., Takigawa, H., Adachi, T., Hanajima, R., 
Yokota, O., Miki, T., Iwasaki, Y., Kobayashi, M., Arai, N., 
Ohkubo, T., Yokota, T., Mori, K., Ito, M., Ishida, C., 
Tanaka, M., Idezuka, J., Kanazawa, M., Aoki, K., Aoki, M., 
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